


 
誰もが快適で暮らしやすい交通環境整備の実現に向けて     
うるま市は、豊かな自然と歴史文化を併せ持つ沖縄県及び

県中部圏域で中核的な役割を担う自治体です。平成２９年に

は「第 2次うるま市総合計画」を策定し、市民や民間事業者

の皆様と行政が一体となった「市民協働によるまちづくり」

を進めております。 

まちづくりの根幹をなす都市計画においては、市土利用のあり方から道路・公園

等の都市施設の配置や市街地整備に関する事項について、将来のまちづくり方針を

示した「うるま市都市計画マスタープラン」を平成２２年に策定し、都市の将来像

である「人・自然・歴史文化の調和する活力ある都市」の実現に向けて取り組んで

きたところです。 

一方で、高齢者の運転免許返納後の移動手段の確保や、運転免許を持たない人々が

公共交通機関等を利活用した「お出かけ環境」の創出は、交通まちづくりにおける   

課題となっています。 

さらには、過度な自動車依存社会における慢性的な交通渋滞は、経済的・時間的な 

損失を伴い、生産性向上や環境面からも弊害となり様々な交通問題として顕著化して

いることから、自動車に依存しない多様な交通手段を賢く活用できるような交通環境

を整備していく必要があります。 

今回策定した「うるま市交通基本計画」は『美しい自然環境を活かし、安心して  

暮らせる地域活力を創出する交通まちづくり』という基本理念のもと、本市総合計画

や都市計画マスタープランで掲げる将来都市像を実現するため、目標と基本方針を 

示し、２０年後の将来交通体系を表したものです。 

今後は本計画の着実な実施に向け、持続可能な交通ネットワーク構築による  

「誰もが快適で暮らしやすい交通環境整備」を市民・事業者・行政等がそれぞれの

役割のもと、協働で取り組んで参ります。 

結びに、本計画の策定に際し、市民意見交換会や市民アンケートを通じて貴重な 

ご意見をお寄せいただきました皆様と、「うるま市交通基本計画策定検討委員会」に

おいて慎重なご審議をいただきました委員の皆様に心から感謝を申し上げます。 

平成 31年 3月 

うるま市長  島袋 俊夫   



                                                                                         



                                                


